
 

 
 

校長室より            第８２号 

「天空高き」      
 

平成２８年４月１４日 

 

今を前向きに全力でー入学式を終えてー 
今年は一足早く、桜の満開を迎えましたが、生き 

とし生けるもの、すべてが躍動を始める、春がやっ 

てまいりました。 

４月８日に中・高入学式を行いました。 

今年度は普通科１７６名、６年制普通科４６名、 

付属中３６名、総数２５８名の新入生を迎えること 

が出来ました。 

 

新入生の皆さん、入学おめでとうございます。 

さて、皆さん、今日から３年間、あるいは６年 

間、この高水高等学校で学校生活をスタートしま 

す。 

今の皆さんは過去の自分がつくってきたもので 

す。未来の皆さんは今から自分でつくるものです。 

日本はいま少子化、情報化、グローバル化社会 

の荒波の中、何事に対しても主体的に意欲的に取 

り組み、多様な人たちと協働しながら新しい価値を創造し、未来を切り拓いていく力

が求められています。学校においては、「何を学び、何を身に付けたか」が問われてい

ます。 

前理事長の宮川澳男先生は、その著書「教育随想」のなかで、次のように述べられ

ています。 

「現代教育における精神面の欠如がようやく叫ばれるに至った今日、校規綱領にか

わるものとして、私は次のような学規を考えている。 

 一、徳性の陶冶を旨とすべし 

 一、健康を重んじたえず学問に励むべし 

 一、学園の伝統を尊び日々新面目あるべし」 

私なりに解釈させてもらうと、「高水学園でしっかり頭と身体を使って鍛え、心を磨

  

 

迷ったら行動、そしていつも笑顔で 



きなさい。そして、いまを前向きに全力で生きなさい。」ということだと思います。 

今日から毎日の授業やホームルーム活動、生徒会活動や部活動などで、また様々な

学校行事を通して、お互いを励まし支え合いながら歓びも悲しみも共有できる「友」

という師、一生尊敬できる「教師」という師、そして、生きる勇気と感動を与えてく

れる「書物」という師を見つけてください。２１世紀では、「書を読み、師や友と語ら

い、仲間と協働して事を為す」ことが求められます。 

入学生の皆さんが「３年後あるいは６年後、自立した人間」を目指して、この高水

学園で今日から地道な小さな努力を積み重ねられることを期待しています。 

山高く水清しー対面式を終えて— 
今年度入学生２５８名と在校生５５３名の対 

面式が体育館で行われました。 

現在、高水高等学校・同付属中学校の生徒は８ 

１１名、教職員は宮川理事長以下８４名のです。 

高水学園の校訓の一つに「師弟親愛」があり 

ます。 

その理念の下に、教師と生徒とがお互いに、毎 

日の授業で、特別活動でのホームルーム活動や生 

徒会活動、そして学校行事や部活動を通して、切 

磋琢磨しながら、信頼関係を築いてもらいたいと 

強く願っています。 

高水学園は４月１０日が開校記念日で、創立 

１１９年になります。皆さんと共にこの歴史と伝統のある学園に、新たなる１ページ

を創り上げていきましょう。 

また、新たな学園の歴史を創り上げるためにも、次の３つだけは絶対に守ってくだ

さい。それは、「うそをつかない」「人の心や体を傷つけない」「人のものを盗らない」

です。 

おめでとう！全国選抜大会３位ー女子ハンドボール部ー 
中国大会では華陵高校に敗れ、悔しい準 

優勝。（全国選抜大会への出場権は獲得）そ 

のチームが３月に神戸で開催された全国高 

等学校ハンドボール選抜大会（４１チーム 

出場）で見事に３位に輝きました。 

私は残念ながら応援に駆け付けることが 

できず、試合を観戦していないので大会の 

様子がわかりません。しかし、学校での全 

校表彰後、西本監督のコメントを聞き、監 

督、コーチと選手が一体となって、良い準備をして試合ごとに臨むことができ、戦略、

 

 

 

 



戦術が見事にマッチしたのだと思いまし 

た。全国の舞台ですから、それぞれのチ 

ームの力関係は紙一重だと思います。そ 

の紙一重の差を掻（か）い潜（くぐ）っ 

てベスト４まで勝ち上がってきたのです 

から、大いに称賛されます。 

チームの目標はあくまでも「全国制覇」。 

厳しいいばらの道でしょうが、「感謝」と 

「辛抱」を合言葉にチャレンジして下さい。私は、ファンの一人として応援していま

す。 

 

平成２８年度のチャレンジ目標 
今年度のチャレンジ目標は右の３つです。 

まず、５分前行動です。女子ハンド部が選抜大 

会で３位になりました。良い準備が出来ていたか 

らだと思います。良い準備をするためには、次の 

行動を早く起こすことが大事です。まず、朝の起 

床をいつもより５分早くしてください。そうすると、朝 

食も５分早く終わります、登校の時刻も５分早まります。余裕 

を持って行動できるので、安全に登校できます。特に自転車通 

学をする生徒諸君にとっては、朝の５分は大きな意味を持ちま 

す。 

次に、あいさつです。いつも言っていますが、あかるく、 

いつも、さきに、つづけることです。朝起きたらまず、家族 

に、登校途中の交差点で交通指導をされている方々に、友達に、 

先生方に、爽やかなあいさつを心掛けてください。 

そして、最後の「１％を誰かのために」です。あなた方の 

１％を誰かのためにしてください。本校は平成２４年からユネスコスクールに認定さ

れています。全員が「ＥＳＤパスポート」を所有します。本校８１１名の全生徒が１

回以上ボランティア活動に参加してもらいたいと思います。皆さんも変わりますが、

学校も変わります。１１９年の歴史に新たな１ページを創り上げることができます。 

コーヒーブレイク ー ちょっとひと息 — 
毎日、月曜日～金曜日、１０分間、NHK の英会話を聞いています。２年前の９月か

らスタートしましたら、１年と８カ月になります。一生懸命覚えても次の日には忘れ

てしまっています。なかなか上達しません。 

今月は以下のような、Basic Vocabulary & Phrases.です。皆さんは、１０問中何

問、Say it.できましたか? 

１．５分前行動 

２．先にあいさつをしよう 

３．１％を誰かのために 

３位までの軌跡 
２回戦    高水 43-20 岐阜県立長良 
３回戦  高水 28-27 京都府立洛北 
準々決勝  高水 27-25 川崎市立高津 
準決勝  高水 25-34 茨城県立水海道第二 

※茨城県立水海道第二が優勝しました。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

最善を尽くすー防災訓練ー 
13 日、１時限に予告なしの防災訓練を実施し 

ました。 

第一校舎１階事務室で火災が発生したという、 

想定で、８時４３分に緊急放送が入りました。 

全校生徒が避難先であるグラウンドに集合し、 

生徒全員の身の安全が確認できたのは、８分３ 

０秒後でした。 

防災訓練では、○良いか、×悪いか、しかあ 

りません。今回は×です。残念なことに、私語 

や笑い声が聞こえました。外に出たら早足で移動することも徹底されていませんでし

た。真剣味に欠けていました。そんな中で、中学１年生の態度や姿勢は群を抜いてい

ました。何よりも緊張感が漂っていました。先輩たる皆さんは大いに見習うべきです。 

再度確認ですが、避難の３原則。①想定にとらわれず、②最善を尽くして、③まず

わが身の安全を最優先する。そして、防災の「さ・し・す・せ・そ」。さ：最悪を想定

して、し：慎重に、す：素早く、せ：誠実に、そ：組織的に、対応するということで

す。また、家族で、どこに避難するのか、連絡方法はどうするのか、をしっかり確認

してください。天災は忘れる前にやってくる、と言われています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．こんにちは。 
２．おはようございます。 
３．おやすみなさい。 
４．では失礼します。 
５．すみません。（１）人を呼び止めるときの（２）謝るときの（３）お礼を言うときの 
６．さきほどはどうも。 
７．よろしくお願いします。 
８．ではまたどこかで。 

1 Hi.  2 G’morning(Good morning).  3 G’night(Good night).  4 B’bye(Bye-bye). 
5  (1)Excuse me.  (2)Sorry about that.  (3) Thanks.  6 Hi again.  
7 Nice to meet you.  8 See you around. 
 

２４節気 穀雨（こくう）４月２０日頃 
春雨が穀物（百穀）を潤すことから名づけられました。けむるように降る雨は田畑を

潤し、穀物などの生長を助ける時季。農家にとっては、種蒔きの適期です。春先に、

小雨が降り、ぐずついた天気が続くことを、菜の花の咲く頃にちなんで「菜種梅雨（な

たねづゆ）」といいます。この時季に、特に雨が多いというわけではありませんが、穀

雨以降、降雨量が多くなり始めます。南の地方ではトンボが飛び始め、冬服やストー

ブとも完全に別れる季節です。 


